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近
代
日
本
研
究
第
三
十
八
巻
（
二
〇
二
一
年
度
）

特
集

学
校
史
の
展
示
と
そ
の
展
開

「
立
教
学
院
展
示
館
」
の
構
想
と
活
動

豊

田

雅

幸

は
じ
め
に

立
教
学
院
で
は
、
一
九
九
九
年
に
創
立
一
二
五
周
年
を
迎
え
る
の
に
合
わ
せ
、『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
の
編
纂
が
行
わ

れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
了
す
る
二
〇
〇
〇
年
三
月
ま
で
に
資
料
集
五
巻
、
図
録
一
巻
の
全
六
巻
を
刊
行
（
1
）

し
た
。
編
纂
終
了
後
、

「
立
教
史
」
に
関
す
る
資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
存
、
お
よ
び
研
究
活
動
を
行
う
機
関
と
し
て
、「
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
」

（
以
下
、
資
料
セ
ン
タ
ー
）
が
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
一
日
に
発
足
（
2
）

し
た
。

立
教
の
歴
史
に
関
す
る
展
示
活
動
は
、
こ
の
資
料
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
一
つ
と
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年
の
創
立
一
三
〇
周
年
記
念

展
を
皮
切
り
に
、
例
年
、
一
〇
月
に
実
施
さ
れ
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
合
わ
せ
て
展
示
会
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
（
3
）

っ
た
。
し
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か
し
、
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
展
示
の
た
め
の
占
有
ス
ペ
ー
ス
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
展
示
会
は
、
学
内
の
他
の
ス
ペ
ー
ス
を
借

り
、
ご
く
短
い
期
間
だ
け
実
施
す
る
形
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
常
設
展
示
を
実
現
す
る
こ
と

は
、
資
料
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
は
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

実
現
の
た
め
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
何
度
か
試
み
ら
れ
た
が
、
全
学
的
な
施
設
利
用
計
画
と
の
折
り
合
い
な
ど
も
難
し
く
、
な
か

な
か
実
現
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
立
教
学
院
創
立
一
四
〇
周
年
と
な
る
二
〇
一
四
年
五
月
九
日
、
よ
う
や
く
、
立
教
初
と
な
る

展
示
施
設
、「
立
教
学
院
展
示
館
」（
以
下
、
展
示
館
）
が
、
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
館
し
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
展
示
館
の
開
設
経
緯
を
跡
づ
け
る
と
と
も
に
、
展
示
館
の
も
つ
特
徴
と
こ
れ
ま
で
の
活
動
、
特
に
、
展
示
館

の
重
要
な
業
務
で
あ
る
、
展
示
会
の
開
催
と
教
育
利
用
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。一

開
館
に
至
る
経
緯

（
1
）
基
本
構
想
の
策
定

展
示
館
の
開
館
へ
向
け
た
直
接
的
な
契
機
は
、
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
本
館
機
能
の
移
転
で
あ
っ
た
。
立
教
大

学
の
図
書
館
本
館
は
、
旧
館
（
一
九
一
九
年
落
成
）
と
新
館
（
一
九
六
〇
年
落
成
）
と
い
う
隣
接
す
る
二
棟
よ
り
成
っ
て
い
た

が
、
そ
の
機
能
が
、
新
た
に
建
設
さ
れ
る
中
央
図
書
館
（
現
在
の
池
袋
図
書
館
）
へ
移
転
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二
〇
〇
九
年
末
か
ら
、
こ
の
移
転
後
の
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
展
示
施
設
の
実
現
へ
向
け
た
プ
ラ
ン
の

検
討
を
開
始
し
、
翌
二
〇
一
〇
年
二
月
二
六
日
付
で
、
資
料
セ
ン
タ
ー
長
名
の
提
案
文
書
「
立
教
学
院
史
資
料
展
示
施
設
新
設
の

116



提
案
（
素
案
1
）
―
―
図
書
館
旧
館
の
活
用
並
び
に
新
館
と
の
連
携
を
目
指
し
て
―
―
」
を
、
立
教
学
院
（
4
）

院
長
へ
提
出
（
5
）

し
た
。

提
案
文
書
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
っ
た
。

①
学
院
特
に
大
学
教
育
の
充
実
と
研
究
の
深
化
と
に
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
保
存
さ
れ
て
き
た
旧
図
書
館
の
施
設
を
、
そ
の
歴
史

的
系
譜
に
ふ
さ
わ
し
く
、
展
示
施
設
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
。

②
旧
館
が
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
占
め
て
い
る
位
置
を
十
分
に
生
か
し
て
、
展
示
活
動
の
中
心
と
す
る
こ
と
。
ま
た
特
に
新
館
（
い
わ

ゆ
る
丹
下
図
書
館
）
と
の
有
機
的
な
連
携
の
も
と
に
充
実
を
図
る
こ
と
に
留
意
し
、
併
せ
て
、
旧
館
施
設
の
一
部
を
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
の
教
育
・
研
究
活
動
や
当
セ
ン
タ
ー
の
業
務
遂
行
に
資
す
る
よ
う
な
配
置
を
考
え
る
こ
と
。

③
展
示
内
容
に
関
し
て
は
、
学
院
・
大
学
関
係
資
料
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
小
学
校
お
よ
び
中
学
高
等
学
校
等
の
資
料
展
示
に

も
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
準
備
す
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
、
資
料
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
提
案
は
、
東
京
都
の
歴
史
的
建
造
物
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
図
書
館
本
館
・
旧
館
を
展

示
施
設
の
核
と
し
、
新
館
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
の
資
料
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実
を
目

指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
学
だ
け
で
は
な
く
、
小
・
中
・
高
の
各
校
展
示
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
に
も
重
点
を

置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
提
案
文
書
は
、
同
年
六
月
一
八
日
の
教
学
常
（
6
）

務
会
に
お
い
て
、
常
務
理
（
7
）

事
会
宛
の
提
案
文
書
「
立
教
学
院
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

の
充
実
と
展
示
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
」
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
、「
本
学
院
の
沿
革
資
料
、
歴
史
的
文
書
の
積
極
的
活
用
の
推
進
、

お
よ
び
社
会
的
意
義
か
ら
も
展
示
施
設
の
必
要
性
」
が
確
認
さ
（
8
）

れ
た
。
そ
の
後
、
一
年
ほ
ど
の
学
院
内
で
の
調
整
を
経
て
、
二
〇

一
一
年
五
月
一
三
日
の
常
務
理
事
会
に
お
い
て
、
展
示
施
設
の
設
置
に
向
け
た
基
本
構
想
の
策
定
を
目
的
に
、
教
学
常
務
会
の
も

と
に
「
立
教
学
院
展
示
館
（
仮
称
）
構
想
委
員
会
」（
以
下
、
構
想
委
員
会
）
の
設
置
が
決
定
さ
（
9
）

れ
た
。

「立教学院展示館」の構想と活動
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構
想
委
員
会
は
、
同
年
六
月
一
七
日
に
第
一
回
が
開
催
さ
れ
、
一
一
月
ま
で
に
計
三
回
開
催
さ
れ
、
展
示
館
の
基
本
方
針
と
コ

ン
セ
プ
ト
、
展
示
内
容
、
管
理
運
営
体
制
、
法
人
内
各
校
連
携
体
制
な
ど
に
つ
い
て
、
他
法
人
の
展
示
施
設
な
ど
も
参
考
に
し
つ

つ
、
検
討
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
ま
と
め
ら
れ
た
「
立
教
学
院
展
示
館
（
仮
称
）
基
本
構
想
（
案
）」
が
、
一
一
月
二
五
日
の

常
務
理
事
会
、
一
二
月
六
日
の
第
八
七
三
回
理
事
会
に
お
い
て
、
原
案
通
り
承
認
さ
（
10
）

れ
た
。

基
本
構
想
で
提
案
さ
れ
た
展
示
館
の
基
本
方
針
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

立
教
大
学
は
じ
め
立
教
学
院
各
校
の
教
育
・
研
究
活
動
は
、
常
に
社
会
の
発
展
と
と
も
に
歩
み
、
社
会
で
の
重
要
な
役
割

を
担
い
つ
つ
歴
史
と
伝
統
を
形
成
し
て
き
た
。

そ
の
各
校
の
歴
史
と
伝
統
を
直
接
的
に
表
現
す
る
展
示
施
設
は
、
児
童
・
生
徒
・
学
生
・
教
職
員
に
対
し
て
「
立
教
」
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
形
成
、
検
証
の
場
と
な
り
、
ま
た
、
校
友
、
保
護
者
、
受
験
生
、
寄
附
者
、
国
内
外
か
ら
の
ゲ
ス

ト
、
地
域
住
民
な
ど
、
社
会
一
般
を
対
象
に
「
立
教
」
の
歴
史
と
伝
統
お
よ
び
今
日
の
教
育
・
研
究
の
取
り
組
み
を
広
く
発

信
で
き
る
場
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

展
示
館
設
置
の
具
体
的
な
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
以
下
の
と
お
り
提
案
す
る
。

①
立
教
大
学
は
じ
め
立
教
学
院
各
校
の
歴
史
に
つ
い
て
、
制
度
史
に
と
ど
ま
ら
ず
、
指
導
的
人
物
、
建
築
物
、
風
景
、
さ
ら

に
児
童
・
生
徒
・
学
生
の
学
校
生
活
の
変
遷
を
含
め
て
展
示
す
る
。

②
児
童
・
生
徒
・
学
生
が
、
在
籍
す
る
学
校
の
歴
史
を
学
び
、
自
校
へ
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
校
生
活
に
積

極
的
な
関
わ
り
を
促
す
教
育
的
な
場
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
各
校
の
自
校
史
に
関
す
る
授
業
等
で
活
用
さ
れ
る
施
設
と
す

る
。
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③
社
会
一
般
に
も
開
か
れ
た
施
設
と
し
て
、
常
設
展
示
と
並
行
し
て
企
画
展
示
を
実
施
し
た
り
、
最
新
の
展
示
技
術
を
用
い

た
り
す
る
な
ど
、
来
館
者
に
魅
力
的
な
展
示
を
提
供
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
展
示
館
は
、
立
教
の
歴
史
と
伝
統
の
展
示
を
通
じ
て
、
学
院
内
で
の
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
形
成
、
検
証

の
場
」、
自
校
史
教
育
を
行
う
「
教
育
的
な
場
」
と
な
り
、
社
会
一
般
に
対
し
て
は
、
立
教
の
歴
史
と
伝
統
の
み
な
ら
ず
、
今
日

の
教
育
・
研
究
の
取
り
組
み
を
広
く
「
発
信
で
き
る
場
」
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
基
本
方
針
と
と
も
に
、
展
示
施
設
の
設
置
場
所
と
し
て
図
書
館
本
館
・
旧
館
（
一
棟
）
と
新
館
の
一
部
が
提
案
さ

れ
、
展
示
館
の
利
用
開
始
目
標
が
二
〇
一
四
年
春
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
仮
称
と
し
て
「
立
教
学
院
展
示
館
」
が
使
用
さ

れ
て
い
た
が
、「
立
教
学
院
史�

展
示
館
」
に
変
更
さ
れ
た
。

（
2
）
事
業
計
画
化
と
そ
の
実
施

基
本
構
想
を
受
け
、
展
示
館
の
事
業
計
画
策
定
の
た
め
、「
立
教
学
院
史
展
示
館
（
仮
称
）
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」

が
、
二
〇
一
二
年
五
月
一
一
日
、
常
務
理
事
会
の
も
と
に
設
置
さ
（
11
）

れ
た
。
こ
の
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
で
は
、
一
一
月
一

六
日
ま
で
に
四
回
の
会
合
を
重
ね
、「
立
教
学
院
展
示
館
事
業
計
画
（
案
）」
を
策
定
し
た
。
記
載
さ
れ
た
項
目
は
、「
基
本
方
針
」

「
施
設
計
画
」「
展
示
計
画
」「
運
営
計
画
」「
展
示
資
料
に
つ
い
て
」「
事
業
費
」「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
に
わ
た
っ
て
い
る
。

こ
の
事
業
計
画
で
は
、
以
下
の
点
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

①
「
基
本
方
針
」
に
つ
い
て

基
本
構
想
で
の
基
本
方
針
を
踏
襲
し
た
う
え
で
、「
歴
史
と
伝
統
を
学
術
的
に
検
証
し
、
社
会
に
示
し
て
い
く
こ
と
は
研

「立教学院展示館」の構想と活動
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究
・
教
育
機
関
で
あ
る
立
教
学
院
の
重
要
な
使
命
で
あ
る
」
と
、
展
示
館
設
置
の
意
義
に
つ
い
て
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
位
置

づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

②
「
施
設
計
画
」
に
つ
い
て

旧
館
一
階
に
事
務
ス
ペ
ー
ス
等
、
二
階
に
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
と
さ
れ
、
新
館
の
利
用
は
書
庫
の
一
部
利
用
に
止

ま
り
、
資
料
セ
ン
タ
ー
が
提
案
し
た
規
模
か
ら
は
、
か
な
り
縮
小
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
改
修
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
館
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
意
匠
、
内
装
、
空
間
の
趣
と
い
っ
た
魅
力
を
残
す
こ
と
に
留
意

し
、
建
築
と
展
示
を
融
合
さ
せ
た
新
た
な
空
間
を
創
出
す
る
と
さ
れ
た
。

③
展
示
ス
ペ
ー
ス

「
常
設
展
示
」
と
「
企
画
展
示
」
の
二
つ
の
ゾ
ー
ン
を
設
け
、
常
設
展
示
で
は
立
教
学
院
の
歴
史
を
テ
ー
マ
別
に
区
分
し
、

時
間
軸
に
沿
っ
て
展
開
し
、
企
画
展
示
で
は
常
設
展
示
の
テ
ー
マ
と
関
連
性
を
持
ち
な
が
ら
、
常
設
展
示
で
は
表
現
し
き
れ

な
い
点
や
、
重
点
的
に
取
り
扱
い
た
い
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
来
館
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
展
示
会
の
開
催
が
目
指
さ
れ
て
い

る
。

④
名
称
に
つ
い
て

基
本
構
想
時
に
「
立
教
学
院
史
展
示
館
」
と
さ
れ
て
い
た
仮
称
を
、「
学
術
的
根
拠
に
基
づ
い
た
通
史
の
展
示
を
踏
ま
え
、

現
在
、
未
来
の
立
教
を
発
信
す
る
場
、
ま
た
学
外
組
織
と
の
連
携
や
、
文
化
活
動
も
想
定
」
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
立
教
学

院
展
示
館
」
を
正
式
名
称
と
し
た
。

⑤
正
課
・
正
課
外
で
の
活
用

学
院
各
校
の
自
校
史
教
育
を
中
心
に
活
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
展
示
館
開
館
後
、
各
校
と
積
極
的
に
連
携
、
協
力
を
図

120



り
な
が
ら
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
す
る
と
さ
れ
た
。

⑥
開
館
ま
で
の
事
務
体
制

二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
、
常
務
理
事
会
の
も
と
に
「
立
教
学
院
展
示
館
設
置
準
備
室
」
を
設
置
し
、
学
院
企
画
部
企
画
課

を
事
務
局
と
し
、
大
学
総
長
室
、
資
料
セ
ン
タ
ー
、
学
院
企
画
部
広
報
課
、
学
院
総
務
部
施
設
課
な
ど
関
連
部
局
と
連
携
、

協
働
し
て
業
務
を
推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

⑦
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
積
極
的
導
入

来
館
者
と
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
積
極
的
に
導
入
し
、
展

示
物
で
は
表
現
で
き
な
い
情
報
の
発
信
と
、
来
館
者
の
き
め
細
か
い
興
味
・
関
心
に
応
じ
た
情
報
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
充
実
を

図
り
、
ま
た
、
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
利
用
し
た
展
示
手
法
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

こ
の
事
業
計
画
案
は
、
一
二
月
一
四
日
の
常
務
理
事
会
、
一
二
月
二
一
日
の
第
八
九
一
回
理
事
会
で
了
承
さ
（
12
）

れ
た
。
理
事
会
で

の
承
認
以
降
、
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
も
と
で
、
設
置
準
備
室
の
開
設
準
備
と
展
示
業
者
の
選
定
が
進
め
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
二
〇
一
三
年
四
月
一
日
、
準
備
室
が
設
置
さ
れ
、
展
示
館
の
開
館
へ
向
け
た
実
務
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
展
示
業
者
に
つ
い

て
は
、
企
画
提
案
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
、
大
日
本
印
刷
株
式
会
社
が
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
に
選
定
さ
れ
、
そ
の
も
と
で
乃
村

工
藝
社
も
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

五
月
一
四
日
に
キ
ッ
ク
オ
フ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
、
以
降
、
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
と
の
「
展
示
館
設
計
実
務
者
定
例
会

議
」
お
よ
び
「
コ
ン
テ
ン
ツ
分
科
会
」
を
そ
れ
ぞ
れ
交
互
に
隔
週
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
こ
れ
と
あ
わ
せ
て
、
検
討

ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
「
学
内
定
例
Ｍ
Ｔ
Ｇ
」
が
学
内
で
毎
週
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
（
13
）

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
一
週
間
を
一
ク
ー
ル
と
し
て
、
準
備
室
と
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
双
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
こ
な
し
、
学
内
定
例
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Ｍ
Ｔ
Ｇ
に
お
い
て
合
意
形
成
を
は
か
り
な
が
ら
、
問
題
点
を
解
決
す
る
形
で
具
体
的
な
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。
開
館
ま
で
の
一
年

間
、
開
催
さ
れ
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
個
別
の
も
の
を
除
い
て
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
三
二
回
、
学
内
四
六
回
を
数
え
る
こ
と
と

な
（
14
）

っ
た
。

展
示
制
作
が
進
め
ら
れ
る
な
か
、
二
〇
一
四
年
三
月
に
は
、「
立
教
学
院
展
示
館
規
程
」
が
整
備
さ
（
15
）

れ
た
。
そ
の
第
一
条
で
は
、

「
学
校
法
人
立
教
学
院
（
以
下
「
学
院
」
と
い
う
。）
に
、
立
教
学
院
展
示
館
（The

H
eritage

and
Future

of
R
ikkyo.

以
下

「
展
示
館
」
と
い
う
。）
を
置
く
」
と
さ
（
16
）

れ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
展
示
施
設
の
設
置
は
、
資
料
セ
ン
タ
ー
の
機
能
拡
張
と
い
う

形
で
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
大
学
の
組
織
で
あ
る
資
料
セ
ン
タ
ー
と
は
別
に
、
学
校
法
人
立
教
学
院
の
組
織
と
し
て
設

置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
名
称
に
つ
い
て
は
、
事
業
計
画
に
お
い
て
「
史�

」
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た

が
、
英
語
名
称
に
つ
い
て
も
、
そ
の
理
由
と
さ
れ
た
「
現
在
、
未
来
の
立
教
を
発
信
す
る
場
」
を
踏
ま
え
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。第

二
条
の
目
的
で
は
、「
展
示
館
は
、
学
院
内
各
学
校
の
在
籍
者
、
教
職
員
、
校
友
等
の
学
院
関
係
者
及
び
社
会
一
般
等
に
学

院
の
歴
史
及
び
建
学
の
精
神
を
示
す
と
と
も
に
、
展
示
に
関
す
る
資
料
の
収
集
、
保
存
及
び
調
査
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
」

と
さ
れ
、
第
三
条
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
。

（
1
）
学
院
内
に
お
け
る
学
院
史
の
教
育
に
資
す
る
事
業

（
2
）
展
示
に
関
わ
る
資
料
の
収
集
、
整
理
及
び
保
存

（
3
）
展
示
館
施
設
整
備
の
管
理
運
営

（
4
）
企
画
展
、
講
演
会
、
公
開
講
座
等
の
企
画
及
び
運
営

（
5
）
展
示
に
関
わ
る
資
料
の
公
開
及
び
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
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（
6
）
そ
の
他
前
条
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項

ま
た
、
展
示
館
の
館
長
は
学
院
院
長
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と
（
第
四
条
）、
展
示
館
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る

た
め
の
運
営
委
員
会
の
設
置
（
第
五
条
）
な
ど
も
規
定
さ
（
17
）

れ
た
。

こ
う
し
た
準
備
を
経
て
、
四
月
一
日
、
展
示
館
の
事
業
を
担
う
「
立
教
学
院
展
示
館
事
務
室
」
が
設
置
さ
れ
、
五
月
九
日
、
立

教
学
院
展
示
館
が
開
館
し
た
。

二

立
教
学
院
展
示
館
の
特
徴

（
1
）
展
示
空
間

展
示
館
は
、
規
程
に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
立
教
学
院
の
「
歴
史
及
び
建
学
の
精
神
を
示
す
」
こ
と
を
目
的
と
し
、
学
院

関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
会
一
般
を
も
対
象
と
し
、
機
能
的
に
は
、「
学
院
内
に
お
け
る
学
院
史
の
教
育
に
資
す
る
事

業
」、
す
な
わ
ち
、
自
校
史
教
育
を
行
う
「
教
育
的
な
場
」
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
展
示
設
計
に
お
い

て
は
、
こ
う
し
た
点
を
満
た
し
た
う
え
で
、
い
か
に
魅
力
的
な
展
示
施
設
を
創
り
あ
げ
る
の
か
、
と
い
う
点
が
重
要
な
課
題
で

あ
っ
た
。

展
示
館
が
設
置
さ
れ
る
図
書
館
本
館
・
（
18
）

旧
館
は
、
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
を
形
成
す
る
レ
ン
ガ
校
舎
群
の
一
つ

で
あ
り
、
九
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
図
書
館
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
歴
史
的
な
建
築
物
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
事
業
計
画

に
お
い
て
も
、「
旧
館
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
意
匠
、
内
装
、
空
間
の
趣
と
い
っ
た
魅
力
を
残
す
こ
と
に
留
意
し
、
建
築
と
展
示
を

融
合
さ
せ
た
新
た
な
空
間
を
創
出
す
る
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
空
間
そ
の
も
の
を
展
示
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
捉
え
る
」
と
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い
う
点
に
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
を
置
き
、
建
築
の
持
つ
趣
を
生
か
し
な
が

ら
、
空
間
と
展
示
ス
ト
ー
リ
ー
を
融
合
さ
せ
た
、
体
感
性
の
高
い
展
示
を
目

指
す
こ
と
と
（
19
）

し
た
。

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、「
常
設
展
示
」
と
「
企
画
展
示
」
の
ス
ペ
ー

ス
は
、
大
き
な
チ
ュ
ー
ダ
ー
ア
ー
チ
の
窓
と
木
組
の
天
井
梁
か
ら
成
る
シ
ン

メ
ト
リ
ー
な
空
間
を
そ
の
ま
ま
に
、
建
築
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
っ
て
、
お
お
よ

そ
二
対
一
に
分
割
し
て
配
置
し
て
い
る
（
図
1
）。
ま
た
、
南
北
に
空
間
を

貫
く
主
動
線
も
、
図
書
館
時
代
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
（
図
2
）。

空
間
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
立
教
学
院
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
楯
の
マ
ー

ク
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
ス
ク
リ
ー
ン
（
図
3
）
を
核
と
し
、
こ

の
ス
ク
リ
ー
ン
の
最
小
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
基
準
と
し
た
寸
法
に
よ
っ
て
、
全
て

の
展
示
什
器
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
ど
を
設
計
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
シ
ャ
ー

プ
な
デ
ザ
イ
ン
の
展
示
造
形
や
什
器
が
、
建
築
の
持
つ
歴
史
的
な
趣
と
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
を
生
み
出
し
つ
つ
も
、
空
間
全
体
に
秩
序
を
与
え
、
両
者
が
融
合

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
立
教
ら
し
い
象
徴
的
な
空
間
の
創
出
を
ね
ら
っ
た
も

の
で
あ
る
。

ま
た
、
色
彩
計
画
や
照
明
計
画
に
お
い
て
も
、
空
間
全
体
の
雰
囲
気
を
損

な
わ
な
い
よ
う
配
慮
し
、
可
能
な
限
り
展
示
鑑
賞
の
ノ
イ
ズ
を
排
除
す
る
こ

図 1

124



と
に
よ
っ
て
、
来
館
者
が
、
印
象
的
な
空
間
を
体
験
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
展
示
空
間
の
創
出
に
あ
た
り
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
の
が
、
遮
光
対
策
で
あ
っ
た
。
建
物
の
四
方
の
壁
に
大
き

く
切
ら
れ
た
チ
ュ
ー
ダ
ー
ア
ー
チ
の
窓
は
、
建
築
の
意
匠
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
た
め
、
そ
の
ま
ま
生
か
す
こ
と
と
さ
れ
た

が
、
同
時
に
、
資
料
の
保
護
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

種
々
検
討
の
結
果
、
窓
に
は
、
日
射
透
過
率
二
一
・
五
％
、
紫
外
線
透
過
率
一
・
一
％
の
電
動
ロ
ー
ル
ス
ク
リ
ー
ン
を
設
置

し
、
窓
枠
が
視
認
で
き
る
程
度
の
外
光
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
紫
外
線
を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
と
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
セ
ミ
エ
ア
タ
イ

ト
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
展
示
ケ
ー
ス
を
導
入
し
、
貴
重
な
資
料
に
つ
い
て
は
精
巧
な
レ
プ

リ
カ
を
制
作
し
、
資
料
の
保
護
を
図
っ
て
い
る
。

（
2
）
常
設
展
示

展
示
ス
ペ
ー
ス
の
多
く
を
占
め
る
常
設
展
示
（
約
二
〇
〇
㎡
）
は
、
立
教
の
一
四

〇
年
の
歩
み
を
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
」
を
核
に
、
時
系
列
で

配
置
し
た
固
定
展
示
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
学
院
内
で
の
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
形
成
、
検
証
の
場
」
と
な
り
、
立
教
各
校
の
児
童
・
生
徒
・
学
生
の
自
校
史

教
育
を
行
う
「
教
育
的
な
場
」
と
な
る
こ
と
が
、
当
初
の
段
階
か
ら
強
く
意
識
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

展
示
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
事
業
計
画
の
段
階
ま
で
一
一
の
テ
ー
マ
を
予
定
し
て
い
た

が
、
ス
ペ
ー
ス
的
な
限
界
か
ら
、
八
つ
の
テ
ー
マ
へ
と
組
み
替
え
、
そ
れ
を
五
つ
の

図 2
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ゾ
ー
ン
に
配
置
し
た
。
こ
の
う
ち
、
通
史
の
核
と
な
る
Ⅰ
・
Ⅱ
・

Ⅲ
の
ゾ
ー
ン
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
テ
ー
マ
を
配
置
し
、
そ
の

も
と
に
三
つ
か
ら
四
つ
の
小
項
目
を
立
て
て
い
る
。

展
示
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

創
立
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

Ⅰ

築
地
で
の
誕
生

1

立
教
の
創
立

（
立
教
学
校
の
誕
生
／
立
教
大
学
校
の
発
足
／
立
教
大

学
校
か
ら
立
教
学
校
へ
）

2

立
教
尋
常
中
学
校
と
「
立
教
大
学
」
の
設
立

（
三
校
体
制
へ
の
移
行
と
立
教
尋
常
中
学
校
の
認
可
／
文
部
省
訓
令
第
一
二
号
と
立
教
学
院
の
誕
生
／
「
立
教
大
学
」

の
誕
生
）

Ⅱ

池
袋
と
い
う
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

1

大
学
昇
格
と
関
東
大
震
災

（
池
袋
移
転
と
大
学
昇
格
／
関
東
大
震
災
に
よ
る
被
害
と
復
興
／
学
園
生
活
と
忍
び
寄
る
戦
争
の
影
）

2

戦
時
下
の
立
教

（
対
米
英
開
戦
前
後
／
「
建
学
の
精
神
」
の
動
揺
／
非
常
時
に
お
け
る
立
教
学
院
の
対
応
／
戦
時
体
制
化
と
学
生
・
生

徒
）

図 3
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Ⅲ

立
教
学
院
の
戦
後

1

戦
後
の
復
興
と
新
制
へ
の
移
行

（
戦
争
の
爪
痕
／
立
教
学
院
の
再
建
と
拡
張
計
画
／
新
制
各
校
の
発
足
と
立
教
学
院
）

2

立
教
学
院
の
発
展

（
立
教
小
学
校
／
立
教
中
学
校
／
立
教
高
等
学
校
／
立
教
大
学
）

Ⅳ

こ
れ
か
ら
の
立
教
学
院

（
一
貫
連
携
教
育
と
中
高
一
貫
校
化
／
大
学
の
総
合
化
と
充
実
／
立
教
学
院
の
未
来
）

常
設
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
中
央
に
位
置
す
る
主
動
線
は
、「
時
代
の
窓
」
と
名
づ
け
て
、
各
ゾ
ー
ン
を
明
確
化
す
る
た
め
の
サ
イ

ン
機
能
と
、
各
時
代
の
概
要
を
展
開
す
る
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
機
能
を
持
た
せ
て
い
る
（
図
4
）。
歴
史
の
大
き
な
流
れ
を
概
観
で
き

る
と
と
も
に
、
各
ゾ
ー
ン
へ
の
導
入
と
も
な
る
展
示
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
校
の
授
業
利
用
や
、
団
体
見
学

の
際
に
は
、
見
学
者
の
滞
留
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
機
能
し

て
い
る
。

展
示
手
法
と
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
は
、
事
業
計
画
に

お
い
て
、
教
育
的
な
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
最
新
の
展
示

技
術
を
用
い
た
「
魅
力
的
な
展
示
」
を
提
供
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
体
感
性
の
高
い
展
示
空

間
の
な
か
に
、
能
動
的
な
鑑
賞
を
促
し
つ
つ
、
楽
し
み
な

図 4

「立教学院展示館」の構想と活動
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が
ら
展
示
参
加
で
き
る
よ
う
な
手
法
を
組
み
込
ん
で
い
る
。

特
に
、
以
下
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
各
ゾ
ー
ン
に
配
置
し
て
い
る
。

①
築
地
キ
ャ
ン
パ
ス
―
―
校
地
と
校
舎
の
変
遷
（
ゾ
ー
ン
Ⅰ
）

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
、
築
地
時
代
の
校
地
や
校
舎
の
変
遷
を
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
に
解
説
。

②
「
自
由
の
学
府
」
と
い
う
沃
地
―
―
花
開
く
ス
ポ
ー
ツ
と
学
生
文
化
（
ゾ
ー
ン
Ⅱ
）

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
、
画
面
上
を
浮
遊
す
る
ア
イ
コ
ン
を
タ
ッ
チ
す
る
と
、
戦
前
の
学
生
生
活
が
展
開
。
開
館

時
は
戦
前
の
ス
ポ
ー
ツ
を
展
示
。

③
池
袋
一
〇
〇
年
へ
―
―
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
り
変
わ
り
（
ゾ
ー
ン
Ⅰ
と
Ⅱ
の
間
）

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
透
明
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
ジ
オ
ラ
マ
を
組
み
合
わ
せ
、
西
池
袋
や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
化
を
再
現
。

④
情
報
端
末
（
ゾ
ー
ン
Ⅰ
〜
Ⅲ
）

立
教
学
院
史
の
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
る
子
供
用
、
展
示
内
容
を
掘
り
下
げ
た
大
人
用
の
、
二
種
類
の
端
末
を
三
つ
の
ゾ
ー
ン
に

配
置
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
は
な
く
、
次
の
二
つ
の
ジ
オ
ラ
マ
を
ゾ
ー
ン
Ⅲ
に
配
置
し
て
い
る
。

①
小
学
校
の
校
舎
開
校
式

中
学
校
の
校
舎
を
間
借
り
し
て
発
足
し
た
小
学
校
が
、
初
め
て
専
用
校
舎
を
持
っ
た
時
の
喜
び
の
シ
ー
ン
を
表
情
豊
か
に

デ
ィ
フ
ォ
ル
メ
し
て
再
現
。

②
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス

ジ
オ
ラ
マ
と
空
中
写
真
に
よ
っ
て
、
高
等
学
校
の
移
転
に
始
ま
る
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
の
変
化
を
表
現
。
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さ
ら
に
、
島
形
に
配
置
さ
れ
た
展
示
ケ
ー
ス
の
下
部
に
は
、
関
連
資
料
を
展
示
す
る
た
め
の
引
き
出
し
型
の
ケ
ー
ス
を
設
え
、

能
動
的
な
鑑
賞
を
促
し
つ
つ
、
情
報
に
広
が
り
を
持
た
せ
る
手
法
を
と
っ
て
い
る
。

（
3
）
企
画
展
示
ス
ペ
ー
ス

企
画
展
示
ス
ペ
ー
ス
（
約
八
〇
㎡
）
は
、
建
物
名
称
に
ち
な
み
、「
メ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
メ
モ
リ
ア
ル
ス
ペ
ー
ス
」
と

名
づ
け
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
活
用
で
き
る
空
間
と
し
て
い
る
。
通
常
は
、
図
書
館
時
代
の
閲
覧
ブ
ー
ス
を
、
当
時
の
机
と
椅
子
を

活
用
し
な
が
ら
再
現
し
た
空
間
（
図
5
）
に
し
、
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
Ｐ
Ｃ
四
台
を
設
置
し
、
一
四
本
の
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
か

ら
成
る
「
立
教
学
院
の
歴
史
」
ビ
デ
オ
を
視
聴
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
と
も
な
っ
て
（
20
）

い
る
。

企
画
展
示
を
開
催
す
る
際
に
は
、
閲
覧
ブ
ー
ス
を
区
切
っ
て
い
る
書
架
を
移
動

し
、
机
と
と
も
に
展
示
什
器
と
し
て
活
用
す
る
可
変
的
な
造
り
に
な
っ
て
お
り
、
少

人
数
で
あ
れ
ば
講
演
会
な
ど
も
開
催
可
能
で
あ
る
。

三

展
示
会
の
開
催

（
1
）
展
示
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
企
画
展

こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
展
示
館
は
、
基
本
方
針
に
お
い
て
「
教
育
的

な
場
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
今
日
の
教
育
・
研
究
の
取
り
組
み
を
「
発
信
で
き
る

場
」
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
企
画
展
示
ス
ペ
ー
ス
で
開
催
す
る
展
示
会
の
コ
ン

図 5

「立教学院展示館」の構想と活動
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セ
プ
ト
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
点
を
想
定
し
て
開
館
（
21
）

し
た
。

①
学
術
性
の
高
い
企
画
展
（
教
育
型
）

②
学
内
外
の
組
織
等
と
の
共
催
展
（
情
報
発
信
型
）

①
の
企
画
展
は
、
展
示
館
が
、
調
査
・
研
究
の
成
果
を
も
と
に
企
画
・
制
作
す
る
も
の
で
、
展
示
館
の
中
心
と
な
る
展
示
活
動

で
あ
る
。
②
の
共
催
展
は
、
学
内
外
の
組
織
・
機
関
が
主
催
団
体
と
な
り
、
展
示
館
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
開
催
す
る
、
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
展
示
で
あ
る
。

こ
う
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
二
〇
一
四
年
の
開
館
以
降
に
開
催
し
た
展
示
会
を
ま
と
め
る
と
、
表
1
の
よ
う
に
な
る
。
開

館
年
の
二
〇
一
四
年
度
は
、
常
設
展
示
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
企
画
展
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

が
、
校
友
が
大
学
へ
帰
っ
て
く
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
合
わ
せ
、
そ
の
校
友
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
資
料
を
も
と
に
、
一
九
五
〇

年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
学
生
生
活
に
関
す
る
展
示
会
を
開
催
し
た
。

二
〇
一
五
年
度
か
ら
二
〇
二
〇
年
度
ま
で
は
、
毎
年
企
画
展
を
開
催
し
、
通
算
で
七
回
を
数
え
て
（
22
）

い
る
。
企
画
展
を
開
催
す
る

場
合
、
図
書
館
時
代
の
閲
覧
ブ
ー
ス
を
再
現
し
て
い
る
状
態
か
ら
、
大
掛
か
り
な
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た

め
、
現
状
の
予
算
規
模
で
は
、
基
本
的
に
年
間
一
回
の
開
催
が
限
界
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
タ
イ
ム
リ
ー
な
テ
ー
マ
設
定
を
心
掛

け
て
い
る
。

ま
た
、
開
館
当
初
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
第
三
回
以
降
の
企
画
展
で
は
、
展
示
館
単
独
で
の
開
催
で
は
な
く
、
次
に
示

す
よ
う
に
、
学
外
機
関
・
団
体
と
の
共
同
主
催
の
形
を
取
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

①
第
三
回
企
画
展
（
二
〇
一
七
年
度
）

清
里
の
財
団
法
人
キ
ー
プ
協
会
と
の
共
同
主
催
に
よ
り
、
戦
前
の
立
教
大
学
の
教
授
で
、「
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
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の
父
」「
清
里
の
父
」
と
い
う
顔
を
持
つ
、
ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
と
い
う
人
物
に
関
す
る
展
示
を
、
生
誕
一
二
〇
年
と
い
う

節
目
の
年
に
実
施
し
た
。

②
第
四
回
企
画
展
（
二
〇
一
八
年
度
）

「
聖
公
会
」
と
い
う
立
教
と
同
じ
教
会
を
ル
ー
ツ
に
持
つ
、
香
蘭
女
学
校
と
の
共
同
主
催
に
よ
り
、
同
校
の
創
立
一
三
〇

周
年
記
念
展
示
を
実
施
し
た
。

③
第
六
回
企
画
展
（
二
〇
一
九
年
度
）

全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
東
日
本
部
会
と
の
共
同
主
催
に
よ
り
、
新
制
大
学
七
〇
年
と
い
う
節
目
を
捉
え
、
新
制
大
学
の

草
創
期
に
光
を
当
て
た
展
示
会
を
実
施
し
た
。

④
第
七
回
企
画
展
（
二
〇
二
〇
年
度
）

立
教
と
同
じ
く
米
国
聖
公
会
と
い
う
教
会
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
、
聖
路
加
国
際
大
学
と
の
共
同
主
催
に
よ
り
、
聖
路
加

看
護
教
育
一
〇
〇
周
年
記
念
展
を
開
催
し
た
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
展
示
館
の
日
々
の
調
査
・
研
究
活
動
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
外
機
関
・
団
体
と
の
繫
が
り
が
で
き
た

こ
と
が
大
き
い
。
加
え
て
、
当
初
は
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
展
示
を
「
情
報
発
信
型
」
の
共
催
展
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た

が
、「
教
育
型
」
の
企
画
展
と
し
て
実
施
で
き
る
だ
け
の
、
学
術
性
を
備
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。

な
お
、
各
企
画
展
で
は
、
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
放
映
す
る
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
趣
向
を
変
え
な
が
ら
制
作
し
て
い
る
（
第

四
回
と
第
七
回
を
除
く
）。
会
期
終
了
後
に
は
、
図
書
館
時
代
の
閲
覧
ブ
ー
ス
を
再
現
し
た
ス
ペ
ー
ス
に
設
置
し
て
い
る
Ｐ
Ｃ
で
、

「
立
教
学
院
の
歴
史
」
ビ
デ
オ
と
と
も
に
視
聴
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
開
催
し
た
第
七
回
企
画
展
に
つ
い
て
は
、
感
染
の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
開
催
そ
の
も
の
も
危
ぶ
ま
れ
る

「立教学院展示館」の構想と活動
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表
1
展
示
会
一
覧

2014
年
度

会
期

2014年
10月

19日（
日
）～
11月

29日（
土
）

2015年
2
月
21日（

土
）～
25日（

水
）

2015年
3
月
1
日（
日
）～
6
日（
金
）

2015
年
度

会
期

2015年
7
月
21日（

火
）～
9
月
4
日（
金
）

2015年
10月

1
日（
木
）～
12月

8
日（
火
）

2015年
9
月
14日（

月
）～
22日（

火
）

2016
年
度

会
期

2016年
8
月
1
日（
月
）～
10月

16日（
日
）

2017年
3
月
1
日（
水
）～
4
月
28日（

金
）

2016 年
10 月

27日（
木
）～
12月

17日（
土
）

2017
年
度

会
期

2017年
3
月
1
日（
水
）～
4
月
28日（

金
）

2017年
5
月
20日（

土
）～
7
月
22日（

土
）

2017年
6
月
6
日（
火
）～
7
月
22日（

土
）

2017年
6
月
23日（

金
）～
7
月
22日（

土
）

2017年
7
月
31日（

月
）～
8
月
5
日（
土
）

2017年
8
月
1
日（
火
）

～
2018年

2
月
20日（

火
）

2018年
1
月
22日（

月
）～
7
月
21日（

土
）

タ
イ
ト
ル
・
内
容

2014
年
度
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
展

「
校
友
た
ち
の
青
春
―
―
躍
動
の
1950~60

年
代
Ⅰ
」

詩
人
尹
東
柱
没
後
70
年
遺
稿
・
遺
品
巡
回
展
示
会

「
詩
人
尹
東
柱
27
年
の
生
涯
」

冨
安
敬
二
教
授
退
職
記
念

「
冨
安
敬
二
作
品
展
―
―
具
象
か
ら
抽
象
へ
、
そ
し
て
ま
た

回
帰
と
し
て
の
現
在
」タ
イ
ト
ル
・
内
容

第
1
回
企
画
展

「
戦
時
下
、
立
教
の
日
々
―
―
変
わ
り
ゆ
く
『
自
由
の
学
府
』

の
中
で
」

「
池
袋
＝
自
由
文
化
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
回
遊
展

「
戦
中
・
戦
後
の
立
教
学
院
―
―
西
池
袋
の
変
化
と
と
も
に
」

タ
イ
ト
ル
・
内
容

第
2
回
企
画
展

「
世
界
に
羽
ば
た
く
ス
ポ
ー
ツ
文
化
―
―
『
立
教
』
の
挑
戦
」

リ
バ
イ
バ
ル
展

陸
前
高
田
復
興
展
第
5
回
「『
つ
な
が
る
。
陸
前
高
田
と
立

教
大
学
』
交
流
展
」

「
理
学
部
の
こ
こ
ろ
み
―
―
体
感
す
る
理
学
展
」

タ
イ
ト
ル
・
内
容

リ
バ
イ
バ
ル
展

陸
前
高
田
復
興
展
第
5
回
「『
つ
な
が
る
。
陸
前
高
田
と
立

教
大
学
』
交
流
展
」

ト
ピ
ッ
ク
ス
展

「
シ
リ
ー
ズ
立
教
人
尹
東
柱
」

ト
ピ
ッ
ク
ス
展

「
図
書
館
時
代
の
面
影
」

ト
ピ
ッ
ク
ス
展

「
シ
リ
ー
ズ
立
教
人
長
嶋
茂
雄
」

野
球
部
優
勝
旗
展
示

第
3
回
企
画
展
／
ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
生
誕
120
年
企
画

「
わ
が
人
生
、
日
本
の
青
年
に
捧
ぐ
―
―
知
ら
れ
ざ
る
ポ
ー

ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
物
語
」

モ
ー
タ
ボ
ー
ト
・
水
上
ス
キ
ー
部
男
女
ア
ベ
ッ
ク
総
合
優
勝

「
桂
宮
牌
」
展
示

主
催
団
体

立
教
学
院
展
示
館

詩
人
尹
東
柱
を
記
念
す
る
立
教
の
会

冨
安
敬
二
教
授
退
職
記
念
発
起
人
会

主
催
団
体

立
教
学
院
展
示
館

立
教
学
院
展
示
館

「
池
袋
＝
自
由
文
化
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
実

行
委
員
会

主
催
団
体

立
教
学
院
展
示
館

立
教
学
院
展
示
館

立
教
大
学
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
本
部

立
教
大
学
理
学
部

主
催
団
体

立
教
学
院
展
示
館

立
教
大
学
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
本
部

立
教
学
院
展
示
館

立
教
学
院
展
示
館

立
教
学
院
展
示
館

―

学
校
法
人
立
教
学
院

清
泉
寮
／
公
益
財
団
法
人
キ
ー
プ
協
会

―

区
分
主
催

共
催

区
分

主
催

区
分

主
催

共
催

区
分

主
催
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2018年
3
月
1
日（
木
）～
4
月
27日（

金
）

2018
年
度

会
期

2018年
5
月
26日（

土
）～
7
月
21日（

土
）

2018年
8
月
1
日（
水
）～
9
月
28日（

金
）

2018年
10月

11日（
木
）

～
2019年

2
月
23日（

土
）

2019年
3
月
8
日（
金
）～
16日（

土
）

2018年
3
月
1
日（
木
）～
4
月
27日（

金
）

2019
年
度

会
期

2019年
5
月
7
日（
火
）～
15日（

水
）

2019年
10月

12日（
土
）

～
2020年

2
月
22日（

土
）

2020 年
3
月
5
日（
木
）～
14日（

土
）

2019年
7
月
20日（

土
）～
9
月
20日（

金
）

2019年
5
月
22日（

水
）～
29日（

水
）

2020
年
度

会
期

2021年
1
月
25日（

月
）～
3
月
2
日（
火
）

「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
―
生
き
た
場
か
ら

学
ぶ
立
教
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
～
大
郷
博
チ
ャ
プ
レ
ン
の
働

き
を
通
し
て
～
」

タ
イ
ト
ル
・
内
容

特
別
展

「
米
国
に
お
け
る
日
系
人
収
容
と
日
系
二
世
―
―
「
小
平
尚

道
資
料
」
が
語
る
も
の
―
―
」

第
4
回
企
画
展

香
蘭
女
学
校
創
立
130
周
年
記
念
特
別
企
画
展

「
咲
く
は
わ
が
身
の
つ
と
め
な
り
―
―
香
蘭
女
学
校
130
年

の
あ
ゆ
み
―
―
」

池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
100
年
記
念

第
5
回
企
画
展

「
歴
史
の
舞
台
、
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
―
―
『
池
袋
の
立
教
』

そ
の
100
年
―
―
」

立
教
小
学
校
作
品
展

「
私
の
好
き
な
立
教
」

「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
―
生
き
た
場
か
ら

学
ぶ
立
教
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
～
大
郷
博
チ
ャ
プ
レ
ン
の
働

き
を
通
し
て
～
」

タ
イ
ト
ル
・
内
容

ト
ピ
ッ
ク
ス
展

「
100
年
前
に
誕
生
し
た
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
」

全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
東
日
本
部
会
創
立
30周

年
記
念
展

第
6
回
企
画
展

「『
新
し
い
大
学
』
の
誕
生
―
―
今
日
の
大
学
の
原
点
を
さ
ぐ

る
―
―
」

立
教
小
学
校
・
6
年
生
絵
画
展

「
一
番
好
き
な
場
所
」

日
本
聖
公
会
関
係
学
校
展
「
日
本
に
お
け
る
聖
公
会
の
教
育

機
関
・
関
連
施
設
―
―
そ
の
創
立
と
現
在
―
―
」

池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
回
遊
美
術
館
2019

「
立
教
大
学
サ
パ
ン
ヌ
美
術
ク
ラ
ブ
作
品
展
」

タ
イ
ト
ル
・
内
容

聖
路
加
国
際
大
学
看
護
教
育
100
周
年
記
念
展

第
7
回
企
画
展

「
聖
路
加
看
護
教
育
の
100
年
―
―
知
と
感
性
と
愛
の
ア
ー

ト
―
―
」

沖
縄
キ
ャ
ン
プ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
キ
ャ
ン
プ
・
日

本
縦
断
100km

リ
レ
ー
O
B・
O
G
有
志
の
会

主
催
団
体

立
教
大
学
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

立
教
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
所

立
教
大
学
大
学
院
キ
リ
ス
ト
教
学
研
究
科

立
教
学
院
展
示
館

立
教
大
学
図
書
館

立
教
学
院
展
示
館

香
蘭
女
学
校

立
教
学
院
展
示
館

立
教
学
院
展
示
館

立
教
小
学
校

沖
縄
キ
ャ
ン
プ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
キ
ャ
ン
プ
・
日

本
縦
断
100km

リ
レ
ー
O
B・
O
G
有
志
の
会

主
催
団
体

立
教
学
院
展
示
館

全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
東
日
本
部
会

立
教
学
院
展
示
館

立
教
学
院
展
示
館

立
教
小
学
校

日
本
聖
公
会
関
係
学
校
協
議
会

立
教
大
学
サ
パ
ン
ヌ
美
術
ク
ラ
ブ

主
催
団
体

聖
路
加
国
際
大
学

立
教
学
院
展
示
館

共
催

区
分

主
催

共
催

区
分

主
催

共
催

区
分

主
催
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状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
学
生
リ
ポ
ー
タ
ー
が
展
示
の
様
子
を
紹
介
す
るY

ouTube

動
画
を
制
作
し
、
一
般
公
開
（
23
）

し
た
。

（
2
）
共
催
展

学
内
外
の
組
織
等
が
主
催
団
体
と
な
る
共
催
展
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
六
回
開
催
し
て
い
る
。
主
催
団
体
の
内
訳
は
、
卒
業

生
等
の
団
体
が
三
回
、
学
内
が
二
回
、
学
外
が
一
回
と
な
っ
て
（
24
）

い
る
。

卒
業
生
等
の
団
体
に
よ
る
共
催
展
は
、
開
館
し
た
二
〇
一
四
年
度
に
二
件
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、「
詩
人
尹
東
柱

を
記
念
す
る
立
教
の
会
」
に
よ
る
も
の
で
、
立
教
大
学
に
も
在
籍
し
た
韓
国
の
国
民
的
詩
人
で
あ
る
尹
東
柱
の
遺
稿
・
遺
品
の
展

示
会
を
、
没
後
七
〇
年
を
期
し
て
開
催
し
た
。
も
う
一
つ
は
、
造
形
作
家
で
も
あ
る
冨
安
敬
二
教
授
の
退
職
を
記
念
し
て
、
卒
業

生
が
中
心
と
な
っ
て
組
織
し
た
発
起
人
会
が
主
催
し
た
作
品
展
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
度
に
は
、「
沖
縄
キ
ャ
ン
プ
・
フ
ィ
リ
ピ

ン
キ
ャ
ン
プ
・
日
本
縦
断
一
〇
〇
㎞
リ
レ
ー
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
有
志
の
会
」
に
よ
る
主
催
で
、
一
九
八
〇
年
代
に
チ
ャ
ペ
ル
を
中
心
に

展
開
さ
れ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
離
れ
て
社
会
の
現
場
で
学
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な
教
育

活
動
の
実
践
を
紹
介
す
る
展
示
会
を
開
催
し
た
。

学
内
の
う
ち
の
一
つ
は
、
二
〇
一
六
年
度
の
「
立
教
大
学
理
学
部
」
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
理
学
部
が
研
究
と
は
別
に
取
り

組
ん
で
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
日
本
大
学
芸
術
学
部
と
共
同
で
行
っ
て
い
る
「
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
実
践
」
で
制
作
し
た
授
業
作
品
を
中
心
に
展
示
を
行
っ
た
。
会
期
中
は
、
展
示
の
内
容
と
連
動
す
る
缶
バ
ッ
チ
を
製
作

し
、
展
示
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
を
設
置
し
て
販
売
す
る
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
を
実
施
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
大
学
学
生
部
の
仲
介
で
、
学
生
団
体
で
あ
る
「
立
教
大
学
サ
パ
ン
ヌ
美
術
ク
ラ
ブ
」
の
作
品
展
を
、
毎
年
、
池

袋
駅
周
辺
地
域
の
街
中
を
メ
イ
ン
の
会
場
と
し
て
実
施
さ
れ
る
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
回
遊
美
術
館
」
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の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
。
こ
の
共
催
展
は
、
二
〇
一
九
年
度
に
開
催
し
、
以
降
も
継
続
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が

ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
中
断
し
て
い
る
。

学
外
の
唯
一
の
実
施
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
二
〇
一
九
年
度
に
実
施
し
た
、「
日
本
聖
公
会
関
係
学
校
協
議
会
」
に
よ
る
、
日

本
聖
公
会
関
係
学
校
展
で
あ
る
。
こ
の
共
催
展
は
、
前
年
度
に
実
施
し
た
香
蘭
女
学
校
と
の
共
同
主
催
に
よ
る
企
画
展
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
立
教
を
含
め
た
日
本
聖
公
会
に
連
な
る
各
機
関
の
創
設
者
と
そ
の
功
績
を
振
り
返
り
、
二
一
世
紀
の
現
在
に
お
い
て

な
お
、
そ
の
精
神
を
脈
々
と
受
け
継
い
で
い
る
姿
を
紹
介
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

開
館
当
初
は
、
学
外
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
共
催
展
が
多
く
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
が
、
企
画
展
と
し
て
開
催
す

る
ケ
ー
ス
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
学
外
よ
り
も
校
友
や
学
内
と
の
共
催
展
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
と
言
え
る
。

（
3
）
そ
の
他
の
展
示
会

開
館
当
初
は
、
企
画
展
と
共
催
展
と
い
う
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
み
を
想
定
し
て
い
た
が
、
実
際
に
活
動
を
始
め
て
み
る
と
、

そ
う
し
た
枠
に
は
収
ま
ら
な
い
よ
う
な
展
示
会
の
形
態
も
発
生
し
て
い
る
。

一
つ
は
、「
池
袋＝

自
由
文
化
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
実
行
委
員
会
主
催
の
、
通
称
�
ヤ
ミ
市
�
展
で
あ
る
。
こ
の
企
画
は
、

豊
島
区
、
東
京
芸
術
劇
場
、
立
教
大
学
か
ら
な
る
実
行
委
員
会
の
も
と
、
戦
後
の
池
袋
の
ヤ
ミ
市
を
テ
ー
マ
に
、「
東
京
芸
術
劇

場
」「
豊
島
区
立
郷
土
資
料
館
」「
立
教
大
学
」「
江
戸
川
乱
歩
邸
」「
婦
人
之
友
社
・
自
由
学
園
明
日
館
」「
ミ
ス
テ
リ
ー
文
学
史

料
館
」「
新
文
芸
坐
」「
池
袋
演
芸
場
」「
池
袋
西
口
公
園
」
に
、
展
示
館
を
含
む
全
一
〇
会
場
で
、
展
示
と
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
展
示
館
で
は
、
第
一
回
企
画
展
「
戦
時
下
、
立
教
の
日
々
―
―
変
わ
り
ゆ
く
『
自
由
の
学
府
』
の
中

で
」
の
会
期
と
接
続
す
る
た
め
、
そ
の
展
示
内
容
を
ベ
ー
ス
に
、「
戦
中
・
戦
後
の
立
教
学
院
―
西
池
袋
の
変
化
と
と
も
に
」
と

「立教学院展示館」の構想と活動
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い
う
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
、
立
教
生
の
通
学
路
に
も
な
っ
て
い
た
西
池
袋
の
ヤ
ミ
市
の
内
容
を
加
え
て
開
催
（
25
）

し
た
。

も
う
一
つ
は
、
二
〇
一
八
年
度
に
開
催
し
た
、「
米
国
に
お
け
る
日
系
人
収
容
と
日
系
二
世
―
―
小
平
尚
道
資
料
が
語
る
も
の

―
―
」
で
あ
る
。
こ
の
展
示
会
は
、
立
教
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
小
平
尚
道
資
料
」
を
も
と
に
、
展
示
館
と
学
内
の
他
の
四

部
署
（
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
、
ア
メ
リ
カ
研
究
所
、
大
学
院
キ
リ
ス
ト
教
学
研
究
科
、
図
書
館
）
と
の
共
同
主
催

に
よ
っ
て
開
催
し
た
展
示
会
で
あ
る
。
牧
師
で
あ
り
神
学
者
で
も
あ
る
小
平
尚
道
氏
は
、
日
系
二
世
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
生
ま

れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
下
で
は
、
ア
イ
ダ
ホ
州
ミ
ニ
ド
カ
収
容
所
に
四
年
間
強
制
収
容
さ
れ
て
お
り
、
収
容
所
で
描
い
た
ス
ケ
ッ

チ
を
は
じ
め
、
日
系
人
強
制
収
容
や
日
系
二
世
の
問
題
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
を
多
数
遺
し
て
い
た
が
、
同
氏
が
立
教
大
学
文
学

部
と
同
大
学
院
文
学
研
究
科
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
た
縁
も
あ
り
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
武
田
珂
代
子
教
授
の
尽

力
に
よ
り
、
立
教
大
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
が
、
こ
の
展
示
会
の
契
機
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
に
加
え
、
学
内
に
お

い
て
、
展
示
会
に
関
心
を
持
ち
、
参
加
・
協
力
を
申
し
出
る
部
署
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
展
示
館
の
企
画
展
と
し
て
開
催
す
る
の

で
は
な
く
「
特
別
展
」
と
し
て
開
催
（
26
）

し
た
。

以
上
の
二
つ
は
、
企
画
展
と
同
様
に
、
ス
ペ
ー
ス
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
を
伴
っ
た
展
示
会
で
あ
る
が
、
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
を
行

わ
ず
に
、
よ
り
簡
便
な
形
で
ス
ペ
ー
ス
全
体
や
そ
の
一
部
を
活
用
し
た
展
示
会
も
実
施
し
て
い
る
。

ス
ペ
ー
ス
全
体
を
活
用
し
た
例
と
し
て
は
、
二
〇
一
八
年
度
と
二
〇
一
九
年
度
に
実
施
し
た
、
立
教
小
学
校
作
品
展
が
あ
る
。

立
教
小
学
校
で
は
、
卒
業
を
前
に
し
た
六
年
生
が
、
図
工
の
授
業
に
お
い
て
、
小
学
校
の
中
で
一
番
親
し
み
を
持
っ
て
い
る
場
所

をiPad

で
撮
影
し
、
そ
の
写
真
を
も
と
に
絵
を
描
い
て
い
る
。
展
示
会
で
は
、
六
年
生
全
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
六
年
間
の
思
い

を
込
め
て
制
作
し
た
作
品
を
展
示
し
た
。
こ
の
企
画
も
継
続
予
定
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
中
断
の
や
む
な
き
に
至
っ

て
い
る
。
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ス
ペ
ー
ス
の
一
部
を
活
用
し
た
例
と
し
て
は
、「
リ
バ
イ
バ
ル
展
」
と
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
展
」
が
あ
る
。
リ
バ
イ
バ
ル
展
は
、
立

教
大
学
が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
被
災
し
た
陸
前
高
田
市
に
対
し
て
展
開
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
の
一
環
と
し

て
、
被
災
地
の
現
状
を
本
学
学
生
や
池
袋
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
人
々
、
東
北
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
に
伝
え
、
引
き
続
き
復

興
へ
の
思
い
を
寄
せ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、
東
京
芸
術
劇
場
で
開
催
し
て
い
る
展
示
を
、
再
展
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
展
は
、「
シ
リ
ー
ズ
立
教
人
」
を
は
じ
め
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
ト
ピ
ッ
ク
を
取
り
あ
げ
る
ミ
ニ
展
示
で
あ
る
。

な
お
、
企
画
展
示
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
く
、
常
設
展
示
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
、
野
球
部
や
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
・
水
上
ス

キ
ー
部
と
い
っ
た
体
育
会
の
活
躍
を
取
り
あ
げ
た
ミ
ニ
展
示
も
実
施
し
て
い
る
。

四

教
育
利
用

（
1
）
教
育
利
用
の
概
況

展
示
館
は
、
設
置
の
経
緯
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
学
院
に
集
う
児
童
・
生
徒
・
学
生
へ
の
自
校
史
教
育
を
行
う
「
教
育
的
な

場
」
と
さ
れ
て
い
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
実
際
の
利
用
に
お
い
て
は
、
各
校
ご
と
に
、
展
示
館
の
運
営
委
員
を
中
心
に
検

討
が
な
さ
れ
、
開
館
年
度
よ
り
利
用
が
始
め
ら
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
が
出
る
前
の
二
〇
一
八
年
度
ま
で
の
状
況
を
ま
と
め
る
と
、
表
2
の
よ
う
に
な
る
。
二
〇
一
七
年
度
に

利
用
件
数
、
人
数
と
も
に
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
の
年
度
を
除
く
と
、
開
館
二
年
目
の
二
〇
一
五
年
度
以
降
、
件
数
、
人

数
と
も
に
、
あ
ま
り
大
き
な
変
動
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
各
校
に
よ
る
授
業
利
用
が
、
あ
る
程
度
継
続
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
特
に
、
立
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教
小
学
校
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
、
立
教
新
座
中
学
校
・
高
等
学
校
の
三
校
の
場

合
、
正
課
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
継
続
し
た
利
用
が
実
現
し
て
い
る
。
大

学
の
場
合
は
、
一
部
の
授
業
に
つ
い
て
は
繰
り
返
し
の
利
用
と
な
っ
て
い
る
が
、
単
年
度
の

利
用
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
、
年
度
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
二
〇
一
七
年

度
の
増
加
は
、
こ
の
大
学
に
よ
る
利
用
が
増
加
し
た
こ
と
に
（
27
）

よ
る
。

展
示
館
で
は
、
こ
う
し
た
教
育
利
用
に
お
い
て
、
担
当
の
先
生
方
と
相
談
し
な
が
ら
、
解

説
内
容
の
準
備
を
し
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
等
の
開
発
に
協
力
し
た
り
し
て
い
る
。

（
2
）
立
教
各
校
に
よ
る
教
育
利
用

立
教
各
校
に
よ
る
教
育
利
用
の
状
況
を
、
二
〇
一
八
年
度
を
例
に
ま
と
め
る
と
、
表
3

（
学
校
別
）
と
表
4
（
内
訳
）
の
よ
う
に
（
28
）

な
る
。
以
下
、
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
た
い
。

小
学
校
に
よ
る
利
用
は
、
二
〇
一
四
年
度
の
一
年
生
「
生
活
科
」
の
「
学
院
め
ぐ
り
」
か

ら
始
ま
り
、
翌
年
か
ら
は
、
こ
れ
に
三
年
生
の
「
社
会
科
」
で
の
利
用
が
加
わ
り
、
六
学
年

の
う
ち
二
学
年
で
の
利
用
が
実
現
し
て
い
る
。

小
学
校
に
よ
る
継
続
的
な
利
用
は
、
展
示
館
の
あ
る
大
学
の
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
し

て
い
る
た
め
、
利
用
し
や
す
い
と
い
う
物
理
的
な
条
件
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
授
業
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
、「
立
教
に
つ
い
て
の
学
習
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な

表 2 年度別教育利用状況

人数

783

794

785

897

774

件数

11

16

15

22

17

年度

2014

2015

2016

2017

2018
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要
因
と
な
っ
て
い
る
。
同
校
で
は
、
十
数
年
前
か
ら
、「
立
教
単
元
」
が
設
け

ら
れ
、
社
会
科
に
お
い
て
、
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
、
段
階
的
に
「
母
校
立

教
を
学
ぶ
」
と
い
う
試
み
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
生
活
科
の
ス
タ
ー
ト

に
伴
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
更
に
よ
り
、
展
示
館
を
利
用
し
た
、
現
在
の
よ
う

な
形
に
な
っ
て
（
29
）

い
る
。

一
年
生
の
生
活
科
で
は
、
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
散
歩
し
な
が
ら
、
チ
ャ
ペ

ル
や
図
書
館
と
い
っ
た
建
物
な
ど
を
見
学
す
る
コ
ー
ス
の
中
に
、
展
示
館
の
見

学
が
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
年
生
の
社
会
科
で
は
、
大
学
の
建
物

名
称
と
な
っ
て
い
る
人
物
や
、
小
学
校
の
歩
み
に
関
す
る
展
示
を
見
学
し
た

後
、
ま
と
め
と
し
て
、
見
学
し
た
内
容
を
も
と
に
、
二
名
ペ
ア
で
新
聞
を
作
成

し
て
い
る
。

小
学
校
と
同
じ
く
、
大
学
の
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
す
る
立
教
池
袋
中
学

校
・
高
等
学
校
で
は
、
英
語
科
で
の
利
用
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
当
初

は
、
中
学
一
・
二
年
生
、
二
〇
一
七
年
度
以
降
は
、
高
校
生
の
授
業
利
用
と

な
っ
て
い
る
。

英
語
の
授
業
に
よ
る
利
用
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
担
当
す
る
先
生
の
「
立
教

の
教
育
の
原
点
の
一
つ
『
英
語
』
の
授
業
で
、
学
校
の
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
。

『
立
教
の
一
員
』
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、『
立
教
で
英
語
を
学
ぶ
こ
と
』
を
共

表 3 2018 年度教育利用（学校別）

内容

1年生「学院めぐり」、3年生「社会科見学」

英語、選科

中学 1年生社会科（校外学習）

「キリスト教学基礎実習」、授業課題

「校内実習Ａ」「博物館経営論」

「社会・地理歴史科教育法」

清里小学校、池袋中高教職員研修、大学職員内定者研修

人数

240

307

30

32

62

10

20

73

774

件数

2

3

1

2

2

3

1

3

17

学校・学部区分

立教小学校

立教池袋中・高

立教新座中・高

立教大学（文学部）

立教大学（学芸員課程）

立教大学（教職課程）

立教大学（GLAP）

その他

総計
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に
考
え
る
機（
30
）

会
」
と
す
る
、

と
の
着
想
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
授
業
に
あ
た
っ
て
は
、

常
設
展
示
や
企
画
展
示
の
内

容
を
踏
ま
え
た
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
、
毎
年
作
成
す
る
な

ど
、
立
教
の
歩
み
を
英
語
教

育
に
融
合
さ
せ
る
、
ユ
ニ
ー

ク
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い

る
。英

語
科
以
外
に
も
、「
選

科
」
と
い
う
自
由
選
択
科
目

で
の
利
用
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
二
〇
一
八
年
度
は
、
中

学
一
年
生
「
立
教
の
歴
史
」

と
、
高
校
三
年
生
「
沖
縄

学
」
に
よ
る
利
用
が
あ
っ

た
。

表 4 2018 年度教育利用（内訳）

教育利用

【池袋中高】高校 3年生選科・原真也先生

【大学】文学部キリスト教学科「キリスト教基礎実習」・ミ
ラ・ゾンターク先生

【その他】清里小学校（20人）

【小学校】3年生「社会科見学」（3クラス）

【大学】GLAP・中込さやか先生

【新座中高】中学 1年生「校外学習」・田中麻子先生

【その他】池袋中高・教職員研修

【大学】学芸員課程「校内実習」

【その他】大学人事課・職員内定者研修

【大学】学芸員課程「博物館経営論」・川口幸也先生

【大学】文学部教育学科・授業課題

【大学】教職課程「社会・地理歴史科教育法」・奈須恵子先生

【池袋中高】高校 2年生英語・菊池亮子先生（クラス半分×4）

【池袋中高】高校 2年生英語・菊池亮子先生（クラス半分×4）

【池袋中高】高校 1年生英語・菊池亮子先生（クラス半分）

【池袋中高】高校 1年生英語・菊池亮子先生（1クラス、
クラス半分）

【池袋中高】高校 1年生英語・菊池亮子先生（2クラス）

【池袋中高】中学 1年生選科・牟田俊平先生

【池袋中高】中学 1年生選科・牟田俊平先生

【小学校】1年「生生活科」（3クラス）

来館者数

20

24

20

120

20

30

49

22

4

40

8

10

72

72

18

45

65

5

10

120

年／月／日／曜日

2018年 4月12日（木）

2018年 4月23日（月）

2018年 5月17日（木）

2018年 5月30日（水）

2018年 6月21日（木）

2018年 7月24日（火）

2018年 8月31日（金）

2018年 9月22日（土）

2018年10月 1日（月）

2018年10月15日（月）

2018年12月 7日（金）

2019年 1月 7日（月）

2019年 1月10日（木）

2019年 1月11日（金）

2019年 1月15日（火）

2019年 1月18日（金）

2019年 1月21日（月）

2019年 1月25日（金）

2019年 2月 1日（金）

2019年 3月 1日（金）
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新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
立
教
新
座
中
学
校
・
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、
展
示
館
の
あ
る
池
袋
と
は
距
離
が
離
れ
て
い
る
た

め
、
通
常
の
授
業
に
お
け
る
利
用
は
、
物
理
的
に
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
中
学
校
一
年
生
「
社
会
科
」
の
校
外
学
習

で
の
利
用
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

郊
外
学
習
の
コ
ー
ス
は
八
コ
ー
ス
あ
り
、
各
生
徒
は
い
ず
れ
か
一
つ
の
コ
ー
ス
に
参
加
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
展
示
館

を
含
む
コ
ー
ス
の
利
用
者
は
、
学
年
二
〇
〇
名
の
う
ち
、
多
く
て
も
三
〇
名
程
度
で
あ
り
、
学
年
す
べ
て
の
生
徒
が
展
示
館
を
訪

れ
る
機
会
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
郊
外
学
習
の
事
前
指
導
に
お
い
て
、「
立
教
学
院
の
歴
史
」
ビ
デ
オ
を
視
聴
す
る
な

ど
、
展
示
館
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
（
31
）

い
る
。

大
学
に
つ
い
て
は
、
学
芸
員
課
程
の
「
校
内
実
習
」「
博
物
館
経
営
論
」
や
、
教
職
課
程
の
「
社
会
・
地
理
歴
史
科
教
育
法
」

な
ど
で
、
継
続
的
な
利
用
が
見
ら
れ
て
（
32
）

い
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
複
数
年
に
わ
た
る
利
用
も
見
ら
れ
た
が
、
担
当
教
員
の
定
年
や

任
期
終
了
に
よ
り
、
利
用
が
途
絶
え
て
し
ま
う
場
合
も
あ
っ
た
。
小
・
中
・
高
の
場
合
は
、
定
期
的
な
利
用
と
な
っ
て
い
る
が
、

大
学
の
場
合
は
、
担
当
教
員
の
興
味
・
関
心
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
た
め
、
開
催
し
て
い
る
企
画
展
の
内
容
に
よ
っ
て
も
、
振

れ
幅
が
大
き
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

ま
た
、
大
学
の
場
合
、
ク
ラ
ス
サ
イ
ズ
が
大
き
な
授
業
も
多
く
、
展
示
館
を
活
用
す
る
の
が
、
そ
も
そ
も
規
模
的
に
難
し
い
と

い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
受
講
生
が
一
斉
に
利
用
す
る
形
で
は
な
く
、
展
示
館
の
見
学
を
課
題
と
し
て
出
し
、
学
生
が
個

別
に
利
用
す
る
よ
う
な
形
を
と
っ
て
い
る
授
業
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
団
体
見
学
と
い
う
形
で
は
な
い
た
め
、
事

前
の
連
絡
や
相
談
が
な
い
場
合
も
あ
り
、
展
示
館
側
で
把
握
し
き
れ
て
い
な
い
利
用
も
発
生
し
て
い
る
。

以
上
、
立
教
各
校
に
よ
る
利
用
状
況
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
た
が
、
こ
れ
以
外
に
も
、
他
大
学
に
よ
る
利
用
や
、
教
職
員
へ
の

研
修
、
学
芸
員
課
程
の
「
博
物
館
実
習
」
の
実
習
生
受
け
入
れ
な
ど
、「
教
育
に
資
す
る
事
業
」
を
展
開
し
て
い
る
。
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お
わ
り
に

立
教
学
院
展
示
館
は
、
本
稿
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
創
立
一
四
〇
年
と
い
う
節
目
の
年
に
、
立
教
初
と
な
る
展
示
施
設
と
し
て

開
館
し
た
。
図
書
館
の
本
館
機
能
の
移
転
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
を
捉
え
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
難
し
か
っ
た
展
示
施
設
を
実

現
で
き
た
こ
と
は
、
立
教
の
歴
史
に
お
い
て
は
大
い
に
意
義
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。
ま
た
、
立
教
を
象
徴
す
る
レ
ン
ガ
校
舎
の
一

つ
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
建
物
の
持
つ
魅
力
と
展
示
を
融
合
さ
せ
た
、
立
教
ら
し
い
、
印
象
的
な
空
間
を
創
出
で
き
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
展
示
館
の
設
置
過
程
に
お
け
る
全
学
的
な
議
論
の
結
果
、
大
学
の
組
織
で
あ
る
資
料
セ
ン
タ
ー
の
機
能
拡
張
と
い
う

形
で
は
な
く
、
学
校
法
人
立
教
学
院
に
、
新
た
に
別
の
組
織
と
し
て
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
立
教
に
関
す
る
歴
史
資
料
を
扱

う
部
署
が
、
学
院
内
に
二
つ
存
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
展
示
館
に
お
い
て
は
、
す
で
に
あ
る
資
料
セ
ン
タ
ー
を
機
関
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
と
し
て
位
置
づ
け
、
展
示
館
は
、
展
示
で
の
活
用
を
前
提
と
し
た
、
収
集
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、

主
に
校
友
か
ら
の
寄
贈
資
料
を
中
心
に
収
集
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
の
役
割
分
担
が
、
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
た

め
、
あ
い
ま
い
な
点
も
存
在
し
て
い
る
。
学
院
・
大
学
と
し
て
、
歴
史
資
料
を
扱
う
部
署
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
位
置
づ
け
て
い

く
の
か
、
今
後
の
さ
ら
な
る
検
討
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

展
示
会
に
つ
い
て
は
、
当
初
想
定
し
た
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
可
能
な
限
り
開
催
数
を
増
や
す
努
力
を
し
て
き
た
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
に
よ
る
顕
著
な
効
果
と
し
て
は
、
一
つ
に
は
、
入
館
者
数
の
増
加
が
あ
げ
ら
れ
る
。
開
館
年
の
二
〇
一
四
年
度
は
一

一
、七
二
二
人
だ
っ
た
が
、
展
示
会
の
開
催
数
の
増
加
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
増
加
し
、
二
〇
一
八
年
度
に
は
一
五
、七
四
六
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人
を
数
え
る
ま
で
と
な
っ
た
。
入
館
者
数
の
多
寡
を
も
っ
て
、
展
示
館
の
活
動
を
評
価
さ
れ
た
く
は
な
い
が
、
学
内
広
報
的
に
は

重
要
な
デ
ー
タ
と
も
な
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
資
料
や
情
報
を
呼
び
込
む
効
果
で
あ
る
。
展
示
館
で
は
、
展
示
会
の
開
催
案
内
や
企
画
展
の
図
録
な
ど
を
、
資

料
を
提
供
く
だ
さ
っ
た
校
友
な
ど
に
送
付
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
繫
が
り
の
中
で
、
何
度
も
展
示
館
に
足
を
運
び
、
繰
り
返
し

資
料
を
提
供
い
た
だ
く
こ
と
も
多
い
。
ま
た
、
同
級
生
や
先
輩
・
後
輩
な
ど
に
、
そ
の
輪
が
広
が
り
、
貴
重
な
資
料
や
情
報
に
巡

り
合
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
展
示
に
は
、
情
報
発
信
の
み
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
効
果
が
あ
る
も
の
と
実
感
し
て
い
る
。

教
育
利
用
に
つ
い
て
は
、
各
校
の
先
生
方
の
協
力
に
よ
り
、
あ
る
程
度
、
繰
り
返
し
の
利
用
が
定
着
化
し
て
い
る
と
言
え
る
。

し
か
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
が
離
れ
て
い
る
立
教
新
座
中
学
校
・
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、
来
館
が
難
し
い
状
況
を
考
慮
し
て
、
出
張

展
示
の
実
施
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
じ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
な
ど
、
更
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
言
え
る
。

ま
た
、
大
学
に
つ
い
て
は
、
学
生
・
教
職
員
へ
向
け
た
学
内
広
報
を
強
化
す
る
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
。
新
入
生
の
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
広
報
メ
デ
ィ
ア
へ
の
協
力
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
展
示
館
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
努
力
は
し
て
い
る

が
、
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ
の
よ
う
で
あ
る
。
展
示
館
は
、
正
門
を
入
っ
て
す
ぐ
と
い
う
、
一
般
の
来
館
者
に
対
し
て
は
好
立
地
に

あ
る
。
し
か
し
、
肝
心
の
学
内
関
係
者
の
動
線
か
ら
は
外
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
大
き
な
サ
イ
ン
表
示
も
、
学
内
ル
ー
ル
の
関
係

で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
大
学
の
教
育
利
用
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
展
示
館
の

認
知
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

二
〇
一
四
年
の
開
館
か
ら
八
年
目
を
迎
え
、
そ
ろ
そ
ろ
常
設
展
示
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検
討
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
。
特

に
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
展
示
に
つ
い
て
は
、
機
器
の
更
新
は
必
須
で
あ
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
魅
力
的
な
も

の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
情
報
発
信
も
不
可
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欠
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

課
題
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
が
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
形
成
、
検
証
の
場
」、「
教
育
の
場
」、「
発
信
で
き
る
場
」
と
し
て

の
役
割
を
与
え
ら
れ
た
「
立
教
学
院
展
示
館
」
を
、
よ
り
魅
力
的
な
も
の
と
し
て
い
け
る
よ
う
、
模
索
を
続
け
て
い
き
た
い
。

注（
1
）
『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
の
編
纂
経
緯
に
つ
い
て
は
、
永
井
均
「
校
史
研
究
の
営
み
―
―
『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
の
編
纂

経
緯
に
関
す
る
覚
書
」『
立
教
フ
ォ
ー
ラ
ム
』（
第
八
号
）、
二
〇
〇
一
年
、
三
八
〜
五
七
頁
に
詳
し
い
。

（
2
）
立
教
学
院
史
編
纂
室
「「
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
」
発
足
」『
立
教
フ
ォ
ー
ラ
ム
』（
第
八
号
）、
二
〇
〇
一
年
、
五
八
〜
六
三
頁
。

（
3
）
詳
し
く
は
、
資
料
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。https://w

w
w
.rikkyo.ac.jp/research/institute/rikkyo_archives/research_

results.htm
l

（
4
）
学
校
法
人
立
教
学
院
は
、
立
教
大
学
、
立
教
新
座
中
学
校
・
高
等
学
校
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
、
立
教
小
学
校
を
設
置
し
て

お
り
、「
立
教
学
院
院
長
」
は
、「
法
人
及
び
こ
の
法
人
の
設
置
す
る
学
校
相
互
間
の
教
育
に
関
す
る
事
項
を
統
括
」
す
る
こ
と
を
役
割
と

し
て
い
る
（「
学
校
法
人
立
教
学
院
寄
附
行
為
」）。

（
5
）
資
料
セ
ン
タ
ー
で
の
検
討
経
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
展
示
計
画
の
構
想
か
ら
実
現
ま
で
―
―
立
教
学
院
展
示
館
が
目
指
し
た
も
の

―
―
」『
立
教
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
―
―
立
教
学
院
展
示
館
年
報
』（
創
刊
号
）、
二
〇
一
六
年
、
一
七
〜
二
三
頁
。

（
6
）
教
学
常
務
会
は
、「
法
人
及
び
こ
の
法
人
の
設
置
す
る
学
校
相
互
間
の
教
育
に
関
す
る
事
項
を
協
議
」
す
る
こ
と
を
役
割
と
し
、
院
長

が
主
宰
し
て
い
る
（
同
前
）。

（
7
）
常
務
理
事
会
は
、「
法
人
の
業
務
を
執
行
す
る
と
と
も
に
、
重
要
事
項
を
協
議
し
て
理
事
会
に
提
案
」
す
る
こ
と
を
役
割
と
し
、
理
事

長
が
主
宰
し
て
い
る
（
同
前
）。
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（
8
）
田
畑
衆
一
郎
「
開
館
に
至
る
経
緯
」『
立
教
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
―
―
立
教
学
院
展
示
館
年
報
』（
創
刊
号
）、
二
〇
一
六
年
、
七
〜
一
五
頁
。

（
9
）
こ
の
委
員
会
は
全
学
的
な
委
員
会
で
、
学
院
院
長
（
委
員
長
）
と
副
院
長
（
副
委
員
長
）、
企
画
担
当
理
事
兼
大
学
統
括
副
総
長
、
資

料
セ
ン
タ
ー
長
と
副
セ
ン
タ
ー
長
、
大
学
図
書
館
長
、
学
院
総
務
部
長
と
企
画
部
長
、
各
校
代
表
（
新
座
中
学
校
・
高
等
学
校
、
池
袋
中

学
校
・
高
等
学
校
、
小
学
校
）
で
構
成
さ
れ
、
事
務
局
は
学
院
企
画
部
企
画
課
が
担
当
し
て
い
る
。

（
10
）
前
掲
、
田
畑
「
開
館
に
至
る
経
緯
」。

（
11
）
こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
も
全
学
委
員
会
で
、
院
長
（
座
長
）、
企
画
担
当
理
事
兼
大
学
統
括
副
総
長
（
副
座
長
）、
教
学
常
務
会

部
長
会
選
出
理
事
、
資
料
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
、
学
院
総
務
部
長
と
企
画
部
長
、
各
校
代
表
（
新
座
中
学
校
・
高
等
学
校
、
池
袋
中

学
校
・
高
等
学
校
、
小
学
校
）
で
構
成
さ
れ
、
事
務
局
は
学
院
企
画
部
企
画
課
が
担
当
し
て
い
る
。

（
12
）
前
掲
、
田
畑
「
開
館
に
至
る
経
緯
」。

（
13
）
前
掲
、
拙
稿
「
展
示
計
画
の
構
想
か
ら
実
現
ま
で
」。
な
お
、「
展
示
館
設
計
実
務
者
定
例
会
議
」
に
つ
い
て
は
、
ほ
ど
な
く
毎
週
開
催

と
な
っ
た
。

（
14
）
同
前
。

（
15
）
前
掲
、
田
畑
「
開
館
に
至
る
経
緯
」。

（
16
）
「
立
教
学
院
展
示
館
規
程
」
に
つ
い
て
は
、『
立
教
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
―
―
立
教
学
院
展
示
館
年
報
』
掲
載
の
、
各
年
度
の
事
業
年
報
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
17
）
運
営
委
員
会
も
全
学
委
員
会
で
、
館
長
、
副
館
長
、
総
務
担
当
理
事
、
一
貫
連
携
担
当
理
事
、
企
画
部
長
、
総
務
部
長
、
資
料
セ
ン

タ
ー
長
、
学
院
各
校
の
教
職
員
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
名
、
そ
の
他
館
長
が
特
に
指
名
す
る
者
（
若
干
名
）
で
構
成
さ
れ
る
。

（
18
）
図
書
館
本
館
・
旧
館
は
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
六
日
、
図
書
館
本
館
と
し
て
の
役
割
を
終
え
、
新
館
と
と
も
に
、「
メ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
記
念
館
」
へ
と
名
称
変
更
さ
れ
た
。

（
19
）
展
示
設
計
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
考
に
詳
し
い
。
北
村
豊
「
立
教
学
院
展
示
館
の
設
計
に
あ
た
っ
て
」
お
よ
び
、
西
野
晃
「
立
教
学

「立教学院展示館」の構想と活動
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院
展
示
館
の
展
示
設
計
に
あ
た
っ
て
」『
立
教
』
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
―
―
立
教
学
院
展
示
館
年
報
』（
創
刊
号
）、
二
〇
一
六
年
、
二
五
〜
二

八
頁
、
二
九
〜
三
四
頁
。

（
20
）
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
次
の
一
四
本
で
あ
る
。
①
立
教
の
ル
ー
ツ
―
聖
公
会
の
歴
史
、
②
創
立
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
③
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ス
ク
ー
ル
存
続
の
危
機
―
文
部
省
訓
令
第
一
二
号
問
題
、
④
関
東
大
震
災
に
よ
る
被
害
と
復
興
、
⑤
日
米
開
戦
と
立
教
、
⑥
幻
と
な
っ
た

医
学
部
、
⑦
学
徒
出
陣
、
⑧
は
じ
め
て
の
女
子
学
生
、
⑨
新
制
各
校
の
発
足
、
⑩
立
教
小
学
校
―
設
立
か
ら
大
切
に
し
て
き
た
も
の
、
⑪

立
教
中
学
校
―
理
想
の
教
育
を
求
め
て
、
⑫
立
教
高
等
学
校
―
新
し
き
文
化
の
理
想
、
⑬
国
際
交
流
の
は
じ
ま
り
、
⑭
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス

の
開
校
。
な
お
、
制
作
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
よ
る
。

（
21
）
二
〇
一
八
年
度
ま
で
の
展
示
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
立
教
学
院
に
お
け
る
展
示
へ
の
取
り
組
み
―
―
立
教
学
院
展
示
館
の
活

動
を
中
心
に
―
―
」『
立
教
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
―
―
立
教
学
院
展
示
館
年
報
』（
第
三
号
）、
二
〇
一
八
年
、
一
〜
八
頁
。

（
22
）
各
企
画
展
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
展
示
図
録
を
発
行
し
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
23
）
展
示
館
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
二
〇
二
〇
年
三
月
一
七
日
か
ら
臨
時
休
館
と
な
っ
た
。
一
一
月
二
四
日

か
ら
学
内
関
係
者
向
け
に
開
館
を
再
開
し
た
が
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
入
構
規
制
が
続
い
て
い
た
た
め
、
第
七
回
企
画
展
は
、
学
内
関
係

者
と
聖
路
加
国
際
大
学
関
係
者
向
け
の
限
定
的
な
展
示
と
な
っ
た
。
な
お
、
一
般
向
け
の
開
館
は
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
一
五
日
に
再
開

し
た
。

（
24
）
共
催
展
に
つ
い
て
は
、『
立
教
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
―
―
立
教
学
院
展
示
館
年
報
』
掲
載
の
各
年
度
の
展
示
記
録
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
25
）
展
示
内
容
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「�
池
袋＝

自
由
文
化
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
�
に
お
け
る
立
教
学
院
展
示
館
の
展
示
に
つ
い
て
」『
大
衆

文
化
』（
第
一
四
号
）、
二
〇
一
六
年
、
三
一
〜
四
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
26
）
こ
の
特
別
展
に
つ
い
て
は
、『
立
教
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
―
―
立
教
学
院
展
示
館
年
報
』（
第
四
号
、
二
〇
一
九
年
）
の
特
集
（
一
〜
三
七

頁
）
と
図
録
（
八
三
〜
一
三
二
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
27
）
二
〇
一
七
年
度
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、「
2
0
1
7
年
度
立
教
学
院
展
示
館
年
報
」『
立
教
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
―
―
立
教
学
院
展
示
館
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年
報
』（
第
四
号
）、
二
〇
一
九
年
、
六
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
28
）
二
〇
一
六
年
度
ま
で
の
教
育
利
用
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
特
集
に
あ
た
っ
て
―
―
立
教
学
院
展
示
館
の
教
育
利
用
」『
立
教

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
―
―
立
教
学
院
展
示
館
年
報
』（
第
二
号
）、
二
〇
一
七
年
、
五
〜
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
29
）
遠
山
章
夫
「
小
学
校
に
お
け
る
展
示
館
を
利
用
し
た
学
習
活
動
に
つ
い
て
」『
立
教
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
―
―
立
教
学
院
展
示
館
年
報
』（
第

二
号
）、
二
〇
一
七
年
、
九
〜
一
五
頁
。

（
30
）
菊
池
亮
子
「Foreverand

a
day.

立
教
池
袋
中
学
校
英
語Practicum

授
業
で
の
立
教
学
院
展
示
館
見
学
に
つ
い
て
」『
立
教
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
―
―
立
教
学
院
展
示
館
年
報
』（
第
二
号
）、
二
〇
一
七
年
、
一
八
頁
。

（
31
）
田
中
麻
子
「
立
教
新
座
中
学
校
一
年
生
の
展
示
館
利
用
状
況
に
つ
い
て
」『
立
教
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
―
―
立
教
学
院
展
示
館
年
報
』（
第
二

号
）、
二
〇
一
七
年
、
三
七
頁
。

（
32
）
教
職
課
程
に
よ
る
事
例
に
つ
い
て
は
、
奈
須
恵
子
「
社
会
科
・
地
理
歴
史
科
に
お
け
る
博
物
館
・
資
料
館
の
授
業
活
用
に
つ
い
て
―
―

�
社
会
・
地
理
歴
史
科
教
育
法
�
に
お
け
る
立
教
学
院
展
示
館
見
学
の
試
み
を
通
し
て
―
―
」『
立
教
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
―
立
教
学
院
展
示
館

年
報
』（
第
二
号
）、
二
〇
一
七
年
、
四
一
〜
四
七
頁
に
詳
し
い
。
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